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1 8

1 0

② ① より

CDC= 80
,
聖 = 1 0

,

t = 1 8 たい 、t t
a

C = f a = f を
f
に代入 、

b -alt - で b

E = 18 、
、

ノ

( txt ) ÷ 2 = 1 8

1 6 00

#
= 36 b = 土 5た

b > 0 より b = 5た
36 b

2
= 1 600

b
2
= 50

・ 5 5たい
-_-/

DC = 80
,
聖 = 1 0

,

t = 1 8

は 「 文字 の 数 と 式の数 」
が

等しい の で 連立方程式 で解ける 。

だから 式変形 を 進めた 。
1



R4-B

阝① 正五角形 の 1つの 内田 = 540 ÷ 5 = 1 0 8 0

。

-536 ° D = 36% 2 = 72
° ③

② 3 6
° ③ ED/ BC の 錯角 は等しいので

2 1
°
+ D = ② t ③

21°+720=36
°
+ < FEB <下91𦥯、

R3 -A

X 4
① DB = DC より △ DBC は 底角 47° の

二等辺三角形 となり
、
< DCB = 47

°

14② 外角の性質 より 〈 AEC = 47+31=780

② 78
° ①470

③ 三角形 の 内角 の和 = ぱ より

く E FC = 18027824プ = 55
°

.si



 [ R 2 B ]
AA

@ーー
ーーー⑤

-
2

、

「@ や 条件より 右図 の ように

値 や 記号 が 入る 。

=

5
x

☒ 求め たい DF を っし と おく と
=

FC = DC - DF

\
6

5→※
= 5 一つ( と表される 。

問題文 ② より

Presidential の式が 作れる 。

DF + AD + AE t E F
= EB + BC + F C + E F

7( t 2 t AE t E F = EB + 6 + 5→( t EF

問題文 @ より AE = EB であり
、
両辺 に EFが あるので

つ( t 2 = 6 + 5- K と 整理さ れる 。

2 つく = 9

x = I PF = I cm

Point

図 だけ で考える と文字 で式_なかなか進まな
ついたて

"

どんどん 計算 が進む 。



 

[ R2 A ] LTD

× る
導

:
D

「
1つ の ○ の 大きさ

④

Point

補助線 の 種類 ( よく使う )

。 平行線 ・ ・ ・ 錯角 、 同位角

。 延長線 、 、 、 外角 の 性質 や 。 これも 。

。 対角線 ・ ・ ・ 図形 の 分割

。 垂線 ・ ・ ・ 9 0 ° の 作成 → 三平方 の定理

。 潮緑 灬 酩蝲燬蜊
○

( 30960990 ' の ように )



 

[ 31 B]

D 22
。 何56 '

D 90 '

☐
ii

、

(
D 78 。

( God )

☒

④



 

[ 31 A ]

⑥

-

③

-

④
、

☐

☒

覚え方 は
、 石積

vrnrnrirnn



 

[30A ]

☐ ☐

晰
(☒ God

☒

D

Point

平行線 と ジグザグ線 の 組み合わせ は

( 今回
"

は長方形ノ 平行線 を用いる と

金音角 が等しい ことで
話 が進む 。
。



 

① ②

→

、
i

① より AB = BC = CA 〉 /

un

105'

② より CA = CD = ED = AE \
y

CGod )

、
nr

-っ

よって BE を 除く 辺 の長 さ
1

すべて が 等しくなる 。

ロ より △ ABE は AB - AE の

二等辺三角形 に なり
、

<BAC = 60 ° ( 正三角形 )

< CAE = 90 0 ( 正方形 )
より

、

2 つ の 底角 < ABE = L AEF =

180 さ50-_- = 15 。

Point
△ AEF で 外角 の性質 より

長さ が 等しい辺 から
< EFC = < FA E t < AEF

二等辺三角形 を
二 900 t ぱ

見つける。〇
二 1050

→



 

①

-_-

②

③
=

11] ① より く ABD = L DBC

② より LAC D = L DCB

を 図 に 示す 。

☐ 。 爻 D○

三角形 の 内角 の 和 が 180
°

なので
、
次 の 2 つ が いえる 。 角 の 大きさ が 等しい 記号

は ○ や X を 用い て い ます 。

△ ABC で

2〇 t 2 X t 740=180
° 〇 2 つ 分 を 式 で表す

とき は 2○ = 2× ○

"咏 で で 表 にほお
。

○ t X t < BD C = 1 8 0
°

o

2 つ の 式から < BDC の 大き さ を 求める 。 代入
z 。 + a + ピュ は

岬動
○ t X t 3 7

0

= 90
°

Ain t

○ t X = 53
°

記号 や文字 に

代入する と する こと で
53

°

t < BDC = 1 80
°

-
LBDC = 1270 作っ て解くこと

-
が できる 。



 

①

-

→
☐

③

-

- 1 1 48 °

i
i 、

い
☐

① ① より A B = BC = CD = -

42
0

1 へ② より D A = AE = E F = FD
~によってCF を 除く 全ての辺 が 等しくなる。

国 69
°

⑤ 21
°

(God )

☒ ひし形 は 平行四辺形 の 性質

2組 の 向かいあう 角 が それぞれ 等しい ので
Point

< ABC = 48
°
= < ADC

気づかない と

進め ない ホた人 は

☒ → 回 の③ ② より ロ AEF D の 4 つ の 角 は 全て 9 0
°

-

なので < CDF = 〈ADF - < ADC

= 90°-480 = 42
°

④ II より CD = DF なので

△ CD F は 頂 角 42° の 二等辺三角形 となる 。

2つ の 底 角 < DC F = L DFC =
1 80

= 69
°

⑤ < CFE = < EF D - L CFD

= 90°-690 =二/



 
- 。

っと

①

③- 一④ 52。 ( い
1 2601☐

回 、

① より AD / BC と なり

が金音角 が 等しい ので

< ADF = < DFC = 52
° (

い、 < EDF = < ADF - < A DE

二 52226
。

= zo
。

51巡

② より △DEF は 二等辺三角形 であり
、

頂 角 < EDF = 26
°
なので 2つ の 底 角

< DEF と LDFE は 等しく なる 。

△ DEF の 内角 の 和 は 1 80
° なので

< DEF =

1 80

え
26

ーー =
77

°

= < DFE

☐3 以上 より < EFB t < D FE t
< DFC = 一 直系泉 180

°

LEFB t 7 7
°

t 52
0

= 1 8 0
0

< E FB = 51 °

-

Iint

「

長方形 」 から 生まれる 情報

o 向かいあう辺 が平行 ーっ 錯角 ・ 付頂 角
が 等しい

が使える 。
嚙



→
③- 一④

1]1 △ ABE の 外角 の 性質 より 、一 68
°

L BAE t <ABE = L BEC = 68
°

930

① 、
② より △ ABE 三 △ ACD となり

、

(God ) /
LA CD = 25

° L
( ※ )

25
°

③ よって △ FEC の 外角 の性質 より

L BFC = < FEC t < EC F

- 6 8
°
t 2 5

°
= 93

°

et

( ※ ) △ ABE 三 △ ACP の 王里 由

AD = AE ( ② )
A A

<吼 = ⇐ 濰3YPE-f_f.ITA C = A B ( D ) D

2組の辺 と その 間 の 角 が

それぞれ 等しい ので 、 、 、

。


